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えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

立正佼成会 
バングラデシュ教会
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「あるがまま」を受け入れる

庭野日鑛
立正佼成会会長

「真実」とは何か
「石

いわ

ばしる垂
た る み

水の上のさ蕨
わらび

の　萌
も

え出
い

づる春になりにけるかも」──岩間を
激しく流れ落ちる滝の水

みずぎわ

際に、芽が出たばかりの蕨をみつけた志
し

貴
きの

皇
み

子
こ

（天
てん

智
じ

天皇の第七皇
おう

子
じ

）による、春の訪れを懽
よろこ

ぶ歌です。奈良時代に編
あ

まれた
『万
まんようしゅう

葉集』の一首ですが、後世の私たちにも「春がきたなあ」と心浮き立つ気
分が伝わってくる、すばらしい和歌です。
　ただ、万

まんようびと

葉人のように澄
す

んだ目で自然を愛
め

でたり、ものごとのあるがままを
感謝と喜びで受けとめたりすることが、いまの私たちにはなかなかできません。
こうした歌は、私たちに自らの心の曇りや至らなさを教えてもくれます。
　ところで、古い経典に残されている釈

しゃくそん

尊とバラモンとの会話のなかに、「真実
を守ることは私の草刈りである」というお言葉があります。釈尊にとって「真
実を守ること」が、田畑を耕作する人の草刈りと同じだというのです。
　では、その「真実」とは何をさすのでしょう。そして、それを「守る」とは
どういうことなのでしょうか。
「真実」と聞いて、まず思いつくのは「真理」のことです。仏教は、一人ひと
りが真理を自覚することを大事にしますから、「真実を守る」とは、真理に随

したが

っ
て生きることと受けとることができます。ただ、仏教辞典の「真実」には、「あ
りのままのすがた」「あるがまま」という説明がついています。そのことからす
ると、ものごとの「ありのままのすがた」を好き嫌いなどの感情をまじえずに
見て、その「あるがまま」を受け入れることが「真実を守る」ことで、それを
妨
さまた

げる煩
ぼんのう

悩という雑草が心にはびこることがないよう、釈尊もつとめておられ
たと拝

はいさつ

察するのです。



会長法話
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雑草という名の草はない
　とはいえ、煩悩は進歩や向上の原動力にもなり、「煩

ぼんのう

悩即
そく

菩
ぼ

提
だい

」と説くように、
煩悩と菩提とが究極は一つであるといえます。人間は、大煩悩の持ち主だから
こそ、真理を自覚できる力を授

さず

かっているのだとなれば、煩悩は私たちを生かし、
育てるありがたいものとなります。大きな煩悩を具

そな

えている人ほど、大きな心
の転換に至るかもしれないのです。釈尊が、ここで「草刈り」と表現されたのは、
油断をすると心に生

お

い茂る煩悩という雑草も、伸びすぎないように適
てき

宜
ぎ

刈りと
り、そのつど心の土

ど

壌
じょう

に鋤
す

きこめば、それが心の幅を広げて智
ち え

慧を生む栄養と
なり、いっそう地

ち み

味豊かで柔らかな心
しんでん

田になるからでありましょう。
　雑草ということでいえば、植物分類学者の牧

まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

氏が、「雑草」と口走っ
た記者に「世の中に雑草という草はない。どんな草にだって、ちゃんと名前が
ついている」と注意した話がよく知られています。それに重ねると、本

ほんこう

稿で心
の雑草になぞらえてきた煩悩一つ一つにも、意味や価値があるわけです。煩悩
を煩悩のままで終わらせるのか、心の成長につなげるかは私たち自身にかかっ
ているのです。
　さて、今年の元日、能

の と

登半
はんとう

島において甚
じんだい

大な被害を生む地震が発生しました。
私たちにとっては災

さいやく

厄そのものの地震ですが、しかし地球の歴史に照らせば、
現在も活動しつづけている自然現象の一つです。その事実をあるがまま直視す
ることも、災厄を人類の叡

えい

智
ち

へとつなげる大切な過程ともいえます。もちろん
被災した方の過

か

酷
こく

な状況を見て、なんの感情もさしはさまずに現実を受けとめ
ることはできません。亡くなった方々を悼

いた

み、生活が困難な人を思いやらずに
はいられません。
　私たちは、真実と向きあい、受け入れ、さまざまな感情が交

こうさく

錯して悩み苦し
むなかで、よりよく生きる智慧と、人を思いやる慈

じ ひ

悲の心をはぐくんでいきま
す。それが、生涯の仏道精

しょう

進
じん

といえるのです。

（『佼成』2024 年 4月号）



どんな時にお役の喜びを感じますか？

手どりやお導きをとおして、気づいたことや学んだことを
教えてください。

いつ頃から、何がきっかけで教会活動に参加するように
なったのですか？

現在、組長のお役をされていますが、すぐにお役を受け
たのですか？
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韓国立正佼成会　崔  友紀（チェ・ウギ）

Interview 
人の痛みに共感し、心配りができる人間に
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研修会や法座修行などで印象に残っている言葉はありま
すか？

立正佼成会の魅力はどういうところだと思いますか？

目標としているリーダー、幹部さんはどのような人ですか？

これからの願いや具体的な目標を聞かせてください。

Interview 



まんが立正佼成会入門
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会員になったら

ご本尊の勧請

一般に仏壇と呼ばれるものを、立正佼成会では「ご
宝前」といいます。会員になったら、そのご宝前に
ご本尊（久遠実成大恩教主釈迦牟尼世尊）・ご法号（開
祖さまと脇祖さまのご尊称）・総戒名（会員のご先
祖さまをお祀りする戒名）・宅地因縁戒名（宅地に

まつわる諸精霊への供養）をお迎えし、謹んで安置
します。このことを勧請といいます。
勧請の時は、いっしょに修行する会員たちが集

まって読経供養を行い、みんなで教えを実践してい
くことを誓います。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
「南無妙法蓮華経」と、毎日唱えるお題目。「南
無」は「信じます」という意味。「妙法蓮華経」
は『法華経』の正式な名前。したがって南無
妙法蓮華経は、『法華経』の教えを心から信じ
実践します、という意味だ。



まんが 立正佼成会入門
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ご宝前

各家庭のご宝前には、ご本尊さまやご法号、総戒
名・宅地因縁戒名を勧請（真心をもってお迎えする
こと）します。
ご宝前には仏さまやご先祖さまのために心をこめ

て花や水、お茶、ご飯などをお供えします。

また、一日のはじまりを感謝し、よいことをさせ
ていただきたいと願い、行いを反省するところでも
あります。朝は感謝の気持ちで手を合わせ、学校か
ら帰って一日の行いを報告すると、仏さまやご先祖
さまは喜んでくれるでしょう。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。
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仏の子としてのお役

立正佼成会では「お役」ということを非常に大切にしています。「あの人はお役のあ
る人だ」とか「あなたにはお役があるんですよ」という言葉が、よく聞かれます。
その「お役」とは、支部長や主任という役柄のことだけでなく、会員のみなさんす

べてが大事な「お役」、つまり使命をもっている、ということです。それは、私たちが
帰依する法華経の教えをかみしめると、おのずとわかるはずです。
まず第一に、「方便品」に、仏さまは「一大事の因縁」をもってこの世にお出ましになっ

た、と説かれています。その「一大事の因縁」というのは、すべての人びとを仏道に
入らせ、仏と等しい境地に導きたい、という大きな願いです。会員のみなさんはすでに、
その仏さまの「一大事の因縁」と直接かかわっているわけですから、みなさんに共通
の「お役」といえば、仏さまの子として、仏さまのお使いとして、一人でも多くの人
を仏道に導くことに尽きるでしょう。
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そうした基本的な「お役」のほかに、教会内のさまざまな「お役」もあります。そ
の大切さも、法華経の教えを考えてみるとよくわかるはずです。そこで、法華経の教
えの要点をまとめてみますと…。
１　この世のすべての存在は、「久遠実成の本仏」に生かされている。
２　だから、すべての存在は本質的に平等であり、現象上ではさまざまに違った役

目をもっているが、その役目をしっかり果たすところに、それぞれの成仏がある。
３　この世界はすべての存在の共同体であり、すべての存在が協力し合うのが真実

のあり方である。そして、その協力が完全に果たされるところに理想社会（常寂光土 )
の建設が達成される。
この三つのことを見直してみれば、どのような「お役」でも、その大切さがわかっ

てくるものと思います。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』, P.48-50
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みなさん、こんにちは。今年も春爛漫の季節が巡ってまいりました。4
月 8日には「降誕会」を迎えます。お釈迦さまのご生誕をお祝いさせてい
ただきましょう。
さて、春の陽気に浮かれて気もそぞろになっていたのでしょうか、先日

私は大失敗をしてしまいました。職場のビルに入館するためのカードキー
と職員証の入った大切なパスケースを通勤途中に紛失してしまったのです。
どこを確認しても見当たりません。どこで落としたのか見当もつかず、も
う手元には戻ってこないだろうと悲観的な思いに駆られました。しかし、
諦め半分で駅の遺失物相談窓口に電話をしてみると、なんと、紛失してか
ら約４時間しか経っていないにもかかわらず、都内の駅の事務所に、すで
に親切な方が届けてくださっていたことが分かったのです。自分の不注意
を悔やんで落ち込んでいた私でしたが、確実に手元に戻ってくると分かっ
た瞬間に目の前が明るく輝きだしました。見ず知らずの方からの温かな思
いやりに助けられて、私の心は唯々感謝でいっぱいでした。この小さな苦
い経験は、私を助けてくださった方のように、私もこの広い空の下で、人
さまに安心と喜びを届けられる人でありたいと強く感じさせてくれました。

この広い空の下で、喜びを届けられる人に

2024 年 2月 25日、台北教会の会員とともに（前列中央が赤川部長）
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